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１．はじめに 

地球温暖化防止への取り組みとして生産工程で

のCO2削減にTGグループ全体として取り組んでい

るなかで従来のウェザストリップガラスランの製

造工程でのエネルギー消費量を抑制することで，

CO2排出量を削減でき,かつガラス耐久性を向上し

たガラスランを開発量産適用したのでその概要に

ついて報告する． 
 

２．ガラスランの概要 

ガラスランは，ドアサッシュとウィンドガラス

との摺動部位に使用されて摺動抵抗の減少と雨水

などのシール用ウェザストリップとしての働きを

かねそなえた部品である．装着部位を図－１に示

す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ガラスランの主な仕様の構成としては、ガラス

摺動部に摺動抵抗の低減効果をもつ表面処理した

無植毛タイプと，基底部にさらに耐久性を持たせ

るために植毛した複合タイプの２種類が主流であ

る． 
 

３．開発品の概要 

３－１．基底部のPEコート 

今回の開発品は従来の基底部の植毛に替わり基

底部にPE（ポリエチレン樹脂）コートを施した仕

様であり、このPEは分子量が100～400万の超高

分子量PEを採用している． 
従来の複合タイプと本開発品のPEコートとの製

品構成の比較を図―２に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一般にPEの材料性能はに分子量が増せばそれに

伴い耐摩耗性，機械的強度などの諸性能も向上す

る．（表－１参照） 
 

図－1．装着部位および製品の構成 
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図－２従来品と開発品の構成 
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